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 以上要するに本論文は，非圧縮性 SPH 法に様々な計算モデルやアルゴリズムを実装することで自由表面の変
形を含む溶融金属の流動や2つの母材の接合プロセス，熱膨張する高温ガス流といったTIG溶接における様々な
流動現象を再現できることを示したものである。 
 
